
た

す
け

あ
い

運

動
 

（
十ニ
月
中
）
 

さ
あ
 

み
ん
な
が
 

サ
ン
タ
ク
口

ー
 

に
な
っ
て
 

【
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国 民 年 金 に 

加入しま しょ う 

 

国民年金は、厚生年金や各種の共済組合などに加入

していない人たちが‘かならず、加入しなければなら

ない制度です。 

毎月わずかな掛金で、年をとつたとき、病気やケガ

で身体障害者になつたとき、あるいは、ご主人に亡く

なられたときの、生活の支えとしてできたものです。 

私たちは、ときがたてば年寄りになりますし、また

いつ不幸におそわれ、病気やケガなどで、からだが不

自由になるかもしれません0 

11月は、国民年金普及月問でしたが、新たに加入さ

れた万が、だいぶありました。みなさんのなかには、 

まだ、国民年金について、ご理解いただけない点もあ

ると思いますが、この機会に、国民年金の趣旨をもう

一度よく考えてみましよう。 

市役所では、まだ加入していない人のおいでをお待

ちしております。 

おわかりにならない点がありましたら、遠りよなく

保険課国民年金係におたずねください0 

ス
 

犯
罪

と
事

故
を
な

く
し
 

明
 
る
 
い
 
年

末

を
 
ノ

・
 

ユ
 

ニ
 

政
 

市
 

（昭和33年S月1日第3種郵便物認可） ①
 

一
 
戦
後

ま
も
な
 

‘
」
ー
 
く
、

旧
地
主
は
 

【
 
農

地
改
革
と
い
 

「
ー
 
う
名
目
で
、
小
 

、
王
 
作
人
に
耕
作
さ
 

？
一
 
・・
”
旦
 
せ
て
いた
田
や
 

か
印
」

騒
m
さ
れ
 

h
、
 

当
時
は
、
価

睦
圧
 

l
 

格
が
安
す
ぎ
た

ま
 

・
ゾ
 
の
で
、
今
回
、
 

・

，ー
 

j
く
 
そ
の
差
額
の
報
 

た
 
収
 
償
金
をも
ら
え
 

な
買

誕
畦
な
り
 

あ
 

◇
お
金を
も
 

Fー
▽
」
醜
蛇
 

年
十
二
月
ニ
十
九
日
か
ら
、
昭

和
二
十
七
年
十
月
二
十
日
ま
で

の
間
に
、
田
や
畑
を
買
収
さ
れ

た
人
（
小
作
人
に
土
地
を
自
作

農
さ
せ
て
や
つ
た
地
主
）
 

▽
当
時
，
秦
じ

い
さ
ん
や
父

親
の
財
産
を
、
相
続
登
記
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
を
、
相
続

登
記
を
省
略
し
、
買
収
し
た
形

を
と
つ
て
、
兄
や
二
男
、
弟
、
 

娘
た
ち
に
、
土
地
を
買
収
さ
せ

登
記
し
て
や
つ
た
人
。
 

▽
自
分
の
土
地
を
、
弟
や
子

供
た
ち
に
く
れ
て
や
り
ま
し
た

が
、
当
時
は
、
田
や
畑
を
自
分

で
勝
手
に
登
記
し
て
や
る
こ
と

が
で
き
な
か
つ
た
の
で
、
こ
の

土
地
を
買
収
さ
せ
て
、
登
記
を
 
 

し
て
や
つ
た
人
。
 

▽
買
収
さ
れ
る
前
に
亡
く
な

つ
て
い
る
人
、
買
収
さ
れ
た
後

亡
く
な
つ
て
い
る
人
た
ち
の
場

合
は
、
そ
の
相
続
者
が
報
償
金

を
も
ら
え
ま
す
。
 

◇

そ
 
の
 
手続
◇
 

手
続
に
つ
ーい
て
は
、
業
務
室

に
お
い
で
く
だ
さ
れ
ば
、
具
体

的
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

業
務
室
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
の
二
階
で
す
。
 

◇
報
償
金
の
額
◇
 

①

一
畝
歩
以
下
は
、
該
当
し
ま

せ
ん
。
 

②
一
畝
歩
以
上
一
反
歩
ま
で
は

一
万
円
 

③
一
反
歩
以
上
、
 一
町
歩
ま
で

は
、
反
当
二
万
円
 

④
一
町
歩
以
上
、
二
町
歩
ま
で

は
、
反
当
一
万
円
 

⑥
二
町
歩
以
上
、
三
町
歩
ま
で

は
、
反
当
六
千
円
 

⑥
三
町
歩
以
上
は
反
当
二
千
円
 

年
末
は
、
す
べ
て
の
こ
と
が

ら
を
総
決
算
す
る
と
き
で
す
。
 

し
た
が
つ
て
、
年
未
は
多
額
の

現
金
や
、
多
量
の
物
資
の
な
が

れ
が
は
げ
し
く
、
各
種
の
犯
罪

や
事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
、
 

せ
つ
か
く
の
楽
し
み
が
悲
し
み

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら

み
ん
な
で
注
意
し
て
、
盗
難
、
 

交
通
事
故
な
ど
の
被
害
を
な
く

し
て
明
る
い
年
末
を
む
か
え
た

い
も
の
で
す
。
 

い
よ
い
よ
歳
末
も
近
づ
い
て

ま
い
り
ま
し
た
。
 

こ
と
し
も
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
と
市
民
生
委
員
の
音
頭
で
 

警
察
で
は
、
十
二
月
一
日
か

ら
三
十

一
日
ま
で
 

◇
年
末
の
防
犯
 

◇
少
年
非
行
の
防
止
 

◇
降
雪
期
の
交
通
事
故
防
止

◇
冬
山
の
遭
難
事
故
防
止

な
ど
に
重
点
を
お
い
て
、
警
戒

す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す

盗
難
事
故
や
、
暴
力
事
犯
が

お
き
た
と
き
は
、
す
ぐ
警
察
、
 

一
一
〇
番
に
お
し
ら
せ
く
だ
さ
 

い
。
 

（
警
察

署
）
 

『
み
ん
な
が
、
そ
ろ
つ
て
明

る
い
お
正
月
を
迎
え
よ
う
』
と

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
、
十
二
月
中

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
を
展
開

い
た
し
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
か
ら
お
よ
せ
い
た

だ
い
た
お
金
や
、
品
物
は
、
生

活
に
困
つ
て
い
る
家
庭
や
、
被

災
者
家
庭
、
病
で
長
く
療
養
し

て
い
る
方
、
社
会
福
祉
施
設
に

収
容
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
へ
お

く
ら
れ
ま
す
。
 

近
く
民
生
委
員
が
、
あ
な
た

の
お
宅
を
お
た
ず
ね
し
ま
す
か

ら
、
あ
た
た
か
い
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

み
 
ん
 
な
 
そ
 
ろ
 
つ
 
て
 

明

る
 
い
 
お
 正
 
月
を
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16. 30日 

4.6.7.8.17.18. 
24.25.3 1日 

13二 14.29.30.31日 

9. 22日 

6. 23日 

10.11. 23 . 24. 25日 

4. 20. 2L22日 

13. 15. 16. 27日 

14. 28日 

17日 

7. 8. 20. 21日 

9. 10. 11. 27. 28fl 

15. 21日 

15. 18. 29日 

大 

毎週火曜俸 定位置定日集収 

毎週水曜日 	ク 

6.7.17.18.29.30日 

8. 20. 3~日 

9. 21日 

10. 22日 

11.23日 

13. 24日 

14. 25日 

毎週木曜日 

毎週金曜日 
・ソ 

ク 

第1‘第3日曜日 
ク 

ク 

4. 16. 28日 

名
 
町
町

町

町
町
町

町
町
宅
宅

町

島
 
田
 
鳥
雑
離
 

幾
き
雛
 
千

平
松
 

井
木

・
下

・
原
 

町

フ
町
 
町
 

・
布

田
 っ
げ
 
「

町
諏
 

丁
 
島
 
和
胆
蹴

町
 
‘
 

才

川
園
 

旭
錦
さ
敷
元
平
岩

平
十
田
柏
 

町
町
町

町
町

町
町
町
町

町
町
 

端
 

田 町

町.栄 町 

雲 	目］' 

広 町 

屋 

生町．鎌谷 

大
寺

川
本

布
東
弥
新
柳
成
田
東
末
 

12 月 ごみ処理 日 程 

上平井町‘中平井町

下 平 井 町 

松
島
団
地

（
市

内
漆
川
）
 に
建

設
中
の
簡
易
耐

火
構
造
平
家
建

公
営
住
宅
四
十

八
戸
（

一
種
十

八
戸
、
二
種
三

十
戸
、
が
来
年

一
月
完
成
し
ま

す
か
ら
、
つ
ぎ

に
よ
り
入
居
者

を
募
集
い
た
し

ま
す
。
 

◇
規
 

模
 

一
種

i
六
丁
、
四
・
五丁
、
三

丁
の
三
間
（

一
一
ニ
ニ
一坪
）
 

一
一
種
…
六
丁
、四
・
五
丁
の
一
一

間
（
一
〇
・
一
三
坪
）
 

基
礎
は
コ
ン
ク
リ
1
ト
造
、
 

屋
根
は
ト
タ
ン
ぶ
き
、
畳
、
建

具
、
押
入
、
水
道
専
用
栓
、
台

所
、
流
し
台
公
口
金
ァ
ル
・、
、
製
）
 

完
備
、
物
置
は
別
棟
に
建
築
、
 

便
所
は
水
洗
式
 

◇
住
宅

使
用
料
 

一
 
種…

三
千
四
百
円
の
予
定
 

一
 
種
；
・二
千
二
百
円
の
予
定
 

◇
敷
 
金
 

一
種
、
二
種
と
も
使
用
料
の
三

か
月
分
の
金
額
を
、
住
宅
に
入

居
の
と
き
納
付
（
退
居
の
と
き

お
返
し
し
ま
す
）
 

◇
募
集
期
間
 

数
を
こ
え
る
と
き
は
、
五
所
川

原
公
営
住
宅
管
理
条
例
に
よ
り

実
態
調
査
し
、
入
居
者
選
考
委

員
会
で
決
定
し
ま
す
。
 

◇
入

居
予

定
日
 

昭
和
四
十

一
年
二
月
一
日

◇
申
 
込
 
先
 

市
役
所
市
民
課
住
宅
係

な
お
、
補
充
入
居
申
し
込
み
さ

れ
る
方
は
、
あ
ら
た
に
中
し
込

み
く
だ
さ
い
。
 

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
市
民

課
住
宅
係
に
、
お
間
い
あ
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

ら
約
五
千
席
応
募
し
た
、
国
民

年
金
習
字
作
品
中
、
当
市
の
小

中
学
校
か
ら
、
つ
ぎ
の
と
お
り

入
選
し
ま
し
た
。
 

◇
鶴
ケ
岡
小
学
校
 

特
 
選
 
小
笠
原
厚
子
 
四
年

ク
 
小

野
 
昭
子
 
六
年

佳
 
作
小
笠
原
千
鶴

子
五
年

ク
 
小

野
 

仁
 
六
年

◇
高
野
小
学
校
 

準
特
選
 
浅
利
 
節
 

四
年

佳
 
作
 
つ
し
ま
ま
さ
こ
 
一
年

◇
松
野
木
小
学
校
 

準
特
選
 
片
岡
 
春
雄
 
五
年

佳
 
作
 
沢
田
 
君
雄
 
四
年

◇
五
所
川
原
小
学
校
 

佳
 
作
 
鈴
木
 
ヤ
ェ
 
六
年

◇
南
小
学
校
 

佳
 
作
 
成
田
 
昌
子
 
三
年

◇
三
好
中
学
校
 

準
特
選
 
小
笠
原
秀
子

佳
 
作
 
葛
西
 
隆
子

ク
 
坂
本
 
尚

◇
七
和
中
学
校
 

佳
 
作
 
伊
藤
け
い
子
 
一
年
 

第 2種平面図 

昭
和
四
十
年
十
二
月
八
日
ー
 

十
二
月
二
十
二
日
 

◇
入
居
資

格
 

①
市
内
に
住
所
、
ま
た
は
、
勤

務
場
所
を
も
つ
て
い
る
方

②
現
在
、
同
居
し
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚

姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が

事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の

事
情
に
あ
る
方
、
そ
の
他
、
 

婚
姻
の
予
約
者
を
含
む
）
が

あ
る
方
 

③
現
在
、
住
宅
に
困
つ
て
い
る

と
と
が
明
ら
か
な
方
 

④
つ
ぎ
の
よ
う
な
基
準
の
月
額

収
入
が
あ
つ
て
、
独
立
の
生

計
を
営
な
む
方
 

一
種
…
入
居
申
込
日
で
二
万
円

を
こ
え
、
三
万
六
千
円
以
下

の
方
 

ニ
種
…
入
居
申
込
日
で
二
万
円

以
下
の
方
 

扶
養
親
族
は
、

一
人
当
り
一
一

千
円
を
控
除
し
ま
す
。
 

◇
入
居
者
の
携
考
 

入
居
の
中
し
込
み
し
た
数
が

入
居
さ
せ
る
べ
き
住
宅
の
戸
 

市
内
で

1
4
 

国
民
 

国
民
年
金
法
施
行
六
周
年
記

念
、
青
森
県
大
会
行
事
の
ー
つ

と
し
て
、
県
内
小
、
中
学
校
か
 

i一公 営 住 宅～‘一

ル～入居者募集・・へ 

席
が

入
選
 

年
金

習
字
作
品
展
 

年年年 

第】種平面図 
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政
 

市
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②
 

昭和 40年 12月 5 日 
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